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日臨技認定センター お知らせコーナー！ 
認定指定講習会、認定試験など認定に関するお知らせコーナーです。詳細はホームページをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 認定一般検査技師認定資格更新 指定講習会 
 
3) 主 催：和歌山県臨床衛生検査技師会 

日 時：平成 22 年 5 月 21 日(金)16:00 
会 場：神戸国際会議場 国際会議室 

1) 主 催：岐阜県臨床検査技師会 
日 時：平成 22 年 6 月 20 日(日)10:00 
会 場：ハートフルスクエアＧ 

 

◇ 認定心電検査技師認定資格更新 指定講習会 
 
1) 主 催：和歌山県臨床衛生検査技師会 

日 時：平成 22 年 5 月 21 日(金)16:00 
会 場：神戸国際会議場 国際会議室 

2) 主 催：埼玉県臨床検査技師会 
日 時：平成 22 年 5 月 29 日(土)13:30 
会 場：川口市立医療センター講堂 

 

 

 

 

 

 

◇ 平成 21 年度 NST 研修会 終了 
  

平成 21 年度 NST 研修会が、3 月 7 日(日)にチサンホテル心斎橋で開催された。受講者は 93 名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 検査研究部門からのお知らせ！ 平成 22 年度 移植検査部門生殖医療研修会についてのお詫びと訂正
 

医学検査 59 巻 3 号に掲載されました標記研修会について講師の変更がありました。関係者の方には御迷惑をおかけしたことをお

詫びいたします。訂正された研修会案内についてはホームページへ掲載しておりますのでご覧いただきますようお願いいたします。

また 申し込み先の FAX 番号は次のとおりです。  申込先 篠ノ井総合病院検査科 金本淳 FAX：026-292-2294 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集室 
◇ IT 革命は産業革命に匹敵すると言われます。 
◇ 想えば、政府が平成 12 年 1 月 IT 基本法(高度情報通信ネットワーク社会形成基本法)に基づき、官民を挙げて IT 施策を推進する

拠点としての IT 化時代に対応した IT 戦略本部（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部）を設置しました。その IT 戦略会議

により、全ての国民が積極的に IT を活用しその恩恵を最大限に享受出来る知識創発的社会の実現に向けて、革新的・現実的な対応

を行うべく、民間が最大限に活力を発揮出来る競争原理に基づく環境整備を 5 年以内に実現し、世界最先端の IT 国家を目指すと言

う目標を掲げました。その重点計画によると、情報通信の利用面において格差が生じ、社会的経済的格差に繋がる恐れがあること

から、国民全てが情報通信の利便を享受出来る「情報バリアフリー」の環境整備を推進するとしていました。 
◇ 21 世紀、人類全体の物質的に豊かな世界をめざし、地球規模でのグローバリゼーションに取り組まねばならない社会的・経済的

必要性が叫ばれる中にあっては遅すぎた決定と言わざるを得ないでしょう。 
◇ すでに 10 年を経過しようとしています。この計画の何%が実現したでしょうか。 
◇ 更に、翌平成 13 年 8 月には「保健医療分野の情報化に向けて」の第一次提言がなされました。民間主導の考え方のもと、学会を

はじめとする医療関係団体も、産業界との共同を含みその役割の範囲において主体的に情報化を推進し、医療の質の向上・医療の

効率的提供に取り組まねばならない事とし、その第 1 次提言は、①高度情報通信ネットワークの世界水準形成、②教育・学習の振

興及び人材の育成、③商取引等電子化の推進、④行政情報化・公共分野の情報通信技術の活用・推進、⑤高度情報通信ネットワー

クの安全性・信頼性の確保、から構成されていました 
◇ 保健医療の情報化により、医療サービスの向上や医療提供の効率化が進むと考えられました。自宅での受診医療機関の選択や情

報の享受、遠隔医療の提供における在宅医療の普及、専門医療を提供する医療機関と地域医療機関との連携による画像をはじめと

する検査結果の共有化、電子カルテ等の普及によるインフォームドコンセントの促進等、今後益々増加が予想される生活習慣病に

対する患者自身の積極的な治療への参加が期待されていました。更に、医療機関の診療情報、検査情報等の共有化による医療事故

に対する安全性の確保、医事業務の効率化等のよる経営改善等でありました。 
◇ 情報化社会においては、その基盤の整備もまた重要な要素であり、医学情報の標準化、制度の改革、検査情報等の格差是正、人

材の育成、経済的基盤の整備等が要求される。検査業界においても、自己中心的な IT 化は単なる情報技術の行使に過ぎません。 
◇ これこそ検査技師の将来に向けて避けなければならない事であることは誰もが知っていることです。 
◇ 基本とすべきは各自が医療人としてのグローバリゼーションの精神を持ち将来を見据えた全体像を把握する事が将来に向け重要

であると考えます。グローバリゼーションの最も大切な事は寛容に基づく行動であり「＜他者に＞耳を傾ける・＜他者を＞受け入

れる・＜他者により＞自分の意見を改める」ものであります。 
◇ スーパーコンピューターは、「何故、1 番でなければならないのか？2 番では駄目なのですか･･･」等という事業仕分を行うようで

は、遅すぎる選択に加えて、取り残される選択を追加していることではないでしょうか･･･テレビ報道によると、10 年経過した成

果として、わが国のスーパーコンピューターは、世界で 31 番目だそうです。 
◇ スーパーコンピューターだけではありません。何事も、1 番を目指す姿勢が重要で、そうでなければ何の意味もないのです。 
◇ オリンピックの目標は「金メダル」しかないのです。税金を使って、「入賞することが目標です」、「楽しく参加しました」等と堂々

と答える人の気がしれません。これでは、スポーツマンとは言えないでしょう。 
◇ オリンピックと同じで、技師会も「理事になること」ではありません･･･「これから勉強します」では組織は続きません。学問を

するなら、学を修める的確な場所を選択することが望ましいことです。 
◇ IT 社会に相応しく、「ヒューマンネットワーク」の構築と充実が重要な事と考えます。臨床検査の一筋の道を創り上げる事が、検

査技師の組織としての活動理念と考えますが、如何でしょう。                       【高田】 


